










Sra®a and his Edition of Ricardo
松　本　有　一 　
Sra®a's edition of the Works of David Ricardo is one of the
magni¯cent works in the history of economics. Sra®a performed his
editorial works very carefully and in minute detail. The purpose of this
paper is to trace his editorial works and the process of the making of

















経済学論究第 72 巻第 2 号
（Piero Sra®a）に交代させた。スラッファへの交代を主導したのは王立経済学
会セクレタリーのケインズ（John Maynard Keynes）であった。『エコノミッ
ク・ジャーナル Economic Journal』誌の 1930年 12月号に、王立経済学会理





理』の 3つの版の対照作業を、ドッブ（M. Dobb）、カーン（R. Kahn）、アイル




は次のとおりである（Sra®a Papers, E3 より。／は改行）。3月 17日（月）
「Posted K's letters to Col. Ricardo + Murray／ Read with Dobb+Isles 6
Chp. of Princ.」、3月 18日（火）「Read id. id 7 Chapts.／ Read with Isles
only 3 1
2
Ch (ed. 1+3）」、3月 19日（水）「Read with Dobb only, the same
／ 3 1
2
Chaps. (ed. 1+2）」、右欄に「1, Dobb」、3月 20日（木）「Read with
Dobb + Kahn／ Princ., from p 290 to 426 of／ ed 3 (nearly 10 ch.）」、3
月 21日（金）「Read with Dobb + Kahn to／ the end (omitting quotation




（Jacob Hollander）などによる未公刊著作、手稿、書簡集などの刊行の歴史、生前に 3 版ま
で刊行されたリカードの主著『経済学および課税の原理』のゴナー（E. C. K. Gonner）版以
降の編集刊行の歴史、解釈の歴史、およびスラッファ編集版のリカード著作集の意義については
Milgate（2017）参照。
2) スラッファらと作業をした Isles がどのような人物であるか不明であるが、ケインブリジ大学
の経済学トライポス Part Ⅰを 1928 年に、Part Ⅱを 1929 年に合格した、ゴンヴィル・アン
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カード著作集」と記す）の編集過程について考察することである。編集作業は







































て発見された。これは 100年近くの間手つかずのままでで、¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ 新資料の
単一の出所としては最大のものであった」（I, viii、訳 xviii）6)。「主要部分とは
別に保蔵されていた同様の文書の一束は、それ以前にフランク・リカード氏に
よって発見されて、J.H.ホランダー教授によって公刊された。¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ それに





氏によって、ダブリン州、ラヒーニにある、彼の義父 F. E. ケアンズ氏の家で
発見された。」「¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢『デイヴィド・リカードの氏の手稿』と記された ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢
包は、ジェイムズ・ミルの所有していたリカードの多量の新しい著作ばかりで
なく、一連のミル宛の全書簡をも含んでいることがわかった」（I, ix、訳 xix）。
この発見はまさに「まったく偶然」であったが、その発見は 1943年 7月 2
5) 引用文は邦訳書の『リカードウ全集』を利用しているが、漢数字を算用数字に変えている場合、
固有名詞のカタカナ表記を変えている場合や一部訳文を変更した場合がある。
6) スラッファ版リカード著作集すなわち Ricardo(1951-55, 1973）からの引用に際しては、巻
数、ページ番号、邦訳ページ番号のみを記した。
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日付で C.K.ミルから、当時ロンドンからケインブリジに疎開していた LSE


















































































7) 本巻 10 巻の再刷には、印刷に関して「First printed in Great Britain at the Univer-
sity Press, Cambridge ／ reprinted by o®set-lithography Unwin Brothers Lim-
ited, Woking and London」と記されている。第Ⅰ巻の 1975 年の再刷版には「First printed
in Great Britain at the University Printing House, Cambridge ／ Reprinted in
Great Britain at the Alden Press, Oxford」と記されている。第 XI 巻（1973）に
は「Printed in Great Britain at the University Printing House, Cambridge ／















































では「大陸の商人 a Continental Merchant」となっている。エドウィン・キャ
ナン（Edwin Cannan）は、彼が出版した『地金報告書』の復刻版（The Paper
Pound of 1797-1821, London, 1919）の序文で、この匿名氏を「疑いのない







8) 編者序文中の Librarian を訳書では司書と訳しているが、それは文章途中に大文字で始まる

































































書簡集への編者序文 Introductory Notes to the Correspondence（Ⅵ, xiii-
xli、訳 vvi-liii）
「¢ ¢ ¢ これらの四巻は、リカードが、経済ないし政治上の主題について書簡を





















『リカード著作集』の総索引である第 XI巻は 1973年 11月に刊行された。
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本巻の全 10巻が完結したのは 1955年なので 18年が経っていた。第 XI巻の











て来てくれた。　 P. S.」（XI,vii、訳 xiii）。
以上のように綿密な校閲作業を経て、『リカード著作集』全 10巻が 1951年

















Gehrke（2005）はその表題 \Bringing the Edition of Ricardo's Works to























から 1962年 3月までの 4年間作業をしたが、最終的には投げ出してしまっ
9) 以下、本節で Gehrke（2005）からの引用や参照ページの指示は、ページ番号のみを記す。
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めの 1964年 10月 29日付の 部内メモにつぎのように書き残している。「最後
の障害は 最大で最も手ごわいが 最終的なタイプ原稿がスラッファの容
認を得ることだ。スラッファの自己破壊的な完全主義（Sra®a's self-destroying












































協力が合意された。スラッファは手帳の 1966年 2月 28日に「Hague-Dobb
Indexの A - Bの項をヘールチェに渡した」と記入している。スラッファはこ
の計画を最初は秘密にしていた。（458）
「1966年 8月 2日～16日、9月 4日～29日の 6週間、マーシャル・ライブ
ラリーのスラッファの部屋でスラッファとヘールチェは索引のために共同で作
業をした。ヘールチェとの共同作業は実際にはスラッファが期待したほどには
スムーズで効果的とはいえなかったが ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ 使い物になる索引案の概略をつ
いにまとめあげた」（458）。9月 30日、手帳には「Finito schede index（索引
カード完成）」と記入された。
10月の最初の日々、スラッファは一人で作業を続けたが、共同作業の結果に





「a hell of a time during the summer of last year」と言っている。（459）











月 31日の手帳にスラッファは「Prima sera che non posso leggere il giornale


















かれていて、その欄外にスラッファが鉛筆書きした「labour theory of value」
を読むことができた。それは草稿「絶対価値と交換価値」で、397ページの「I
may be asked¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ to obtain it.」と書かれている部分であった。しかし、第
XI巻総索引に「labour theory of value」の見出し語はない。シェフォルトは
後にスラッファに、索引の見出し項目になぜ「labour theory of value」がな
10) バーバラ・ロウはケインズ著作集（The Collected Writings of John Maynard Keynes）
の索引（ケインズの生前出版された著作の場合はもとの索引が使用されているが、それを除く




























































































revisione／ bozze Indice Ricardo」と記入され、1973年 1月 31日（水）に
13) スラッファが所蔵していた Works of Ricardo, 11 vols. は 2 セットあり、トリニティ・コ




「Ricardo XI Index／ received bound volume」、1973年 11月 22日に「Pub-
lication Day／ of Ricardo／ Vol.XI／（Index）」と記入されている（／は改
行）。書き込みがある第 XI巻のタイトルページ（p. iii）の下部に「ready Feb.
published Nov.」とスラッファの手で記入されている。つまり、1972年 11月











が「no.5 read 5, for found sound」となっている。Sra®a7824や販売された





れる D3/11/240では、誤植があった注番号 55に関する訂正記述は xxxiiペー




















Sra®a 2678の第 XI巻の xxxi ページの右下に、次のような鉛筆書きがあ
る。「last line／ a collection slip／ will be stuck on／ 7 Aug. written to
Crutchley／ asking a corrected copy」（／は改行）。Crutchleyはケインブリ










14) オースティン・ロビンソンによると、ケインズは 1938 年 10 月までに王立経済学会理事会で、
8 巻ないし 9 巻でまもなく出版されると報告し、1939 年 10 月には 8 巻で出版準備ができて
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なお、リカード著作集編集出版の業績に対して、スウェーデン王立科学アカ













第Ⅲ巻　 Prefatory Note to Volumes Ⅲ and Ⅳ　　第三巻および第四巻への
編者序文
　　　　 Note on the Bullion Essays　　地金論争関係諸論文にかんする解題
第Ⅳ巻　 Note on `Essay on Pro¯ts' 　　「利潤についての試論」にかんする
解題
　第Ⅳ巻の目次に「Note on `Essay on Pro¯ts'」の記載はない。
第Ⅴ巻　 Prefatory Note　　はしがき
　　　　 Introduction to the Speeches in Parliament　　議会演説の解題
　　　　 Note on the Evidence on the Usury Laws　　利子制限法にかんす
る証言の解題
　　　　 Note on the Evidence on the Resumption of Cash Payments　　
現金支払再開にかんする証言の解題
16) 賞の由来を含めて詳細は Arthmar and McLure（2016）参照。
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松本：スラッファのリカード著作集編集について
　　　　 Note on two Papers on Parliamentary Reform　　議会改革にか
んする二つの論説の解題
第Ⅵ巻　 Preface to Volumes Ⅵ-Ⅸ　　第六-九巻への序
　　　　 Introductory Notes to the Correspondence　　書簡集への編者序文
第Ⅹ巻　 Preface　　序言
　　　　 Note on the Authorship of the Memoir　　「思い出」の執筆者に
かんする注釈
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